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　So－called“sick　house　syndromeηwas　broken　Qut　in　a　newly　built　church　and　we　have　surv合yed　it’s
indQor　air　chemicals．　Concentrations　of　formaldehyde（133～269μg／m3）in　the　church　exceeded　the
guideline　value（100μg／m3）by　the　Ministry　of　Heaユth，　Labour　and　Welfare　of∫apan．　We　searched
for　the　emission　sources　of　formaldehyde，　and　relatively　high　concentratiQns　were　found　in　the　walI
and　floor　of　the　sanctuary．　Moreover，　a　ventilation　rate　of　the　sanctuary　was　considerably　reduced
because　of　using　staffed　insect　prevention　net．
　After　cleaning　the　insect　prevention　net，　installation　of　new　air　inlets，　arld　chapging　a　mechanical
extraction　ventilation　to　a　mecharlical　supPly　ventilation，　concentrations　Qf　fQrmaldehyde　decreased
to　the　level　less　than　the　guideline　value．　In　the　rnean　time，　by　the　administration　of　church　and　the
building　designer，　some　chemical　agents　regarded　as　formaユdehyde　scavengers　were　applied　to　reduce
the　formaldehyde　corlcentration．
　However，．　in　the　second　summer　from　the　construction，　concerltrations　of　formaldehyde　increased
and　exceeded　the　guideline　value　again，　though　the　concentrations　were　Iower　than　thQse　of　last
sumrner．
　It　is　necessary　to　find　out　emission　sources　of　formaldehyde　in　more　detail，　arld　to　reduce　the
forrnaldehyde　concentratiOns　Qf　air　in　the　church．
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　　　　　　pollution（室内空気汚染）；volatile　organic　compounds（VOCs，揮発性有機化合物）；
　　　　　　aldehydes（アルデヒド）
目 的
　近年，住宅の高気密化，高断熱化が進み，住宅の温熱環
境が改善し，居住環境の快適性が向上した．しかしながら，
建材に化学物質が多用され，かつ高気密住宅に見合った適
切な換．気が行われないなどの原因により室内空気が化学物
質で汚染され，居住者に健康影響が生じるようになってき
た．これらはわが国ではシックハウス症候群と呼ばれ大き
な社会問題となっている1・2）．
　室内空気中化学物質の指針値の設定3）や建築基準法の改
正などにより，建築物の空気質に注意が払われるように
なった結果，住宅の空気質は改善．されてきた．しかしなが
ら，最近では学校やオブィスビルなどでもシックハウス症
候群と類似した健康被害が報告されている．シックハウス
の予防対策は進歩したが，一旦，化学物質による室内空気
汚染が生じると汚染源の解明や室内空気中化学物質低減化
な．どには困難を伴うことが多い4）．
　本報告では新築の教会で生じたシックハウス症候群の事
例を紹介し，著者らが実施した．室内空気質の測定，汚染源
の検索，室内空気中化学物質の．低減化対策について述べる．
方 法
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1．調査の経緯と対象教会の概要
　北海道内の新築A教会（平成14年10月末竣工）に入る
と吐き気や頭痛などの症状が出現すると，信徒から最．寄り
の保健所に相談があった（平成15年4月中旬）．信徒50
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表1室内空気中化学物質の調査と低減化対策の経過
年　月　日 室内空気中化学物質濃度の測定 汚染源調査と低減化対策
H14年！0月末
H15年4月中旬
H15年6月6日
H15年6月（測定後）
　　〃
　　〃
H15年7月初旬
H15年7月31日
H15年8月22日
H15年9月9日
H15年9月下旬
H15年10月上旬
H15年10月13日
H15年10月下旬
Hユ5年10月末から11月中旬
H15年11月15日
H15年11月下旬から12月初め
H15年12月16日
H16年3月10日
H16年4月5日
H16年6月末から7月初め
H16年7月23日
（竣工）
（信徒から保健所に相談）
第1回目
第2回目
第3回目
第4回目
第5回目
第6回目
第7回目
第8回目
第9回目
第10回目
建材のホルムアルデヒド放散量の測定
ホルムアルデヒド放散の疑われる家具の搬出
換気の励行（窓の開放，換気扇の24時間稼働）
低減化剤（リン酸チタニア）の塗布＊
汚染源調査（床面をポリエチレンシートで被覆）
放散量簡易測定装置による汚染源調査
換気装置の目詰まりの確認と清掃
換気口の増設（8ヵ所）
換気扇を第2種換気に変換
低減化剤（抗酸化工法）の施行＊
低減化剤（抗酸化工法）の施行（続き）＊
低減化剤（抗酸化工法）の施行＊
＊教会と設計者の判断により実施
名中，10名に症状が現れ（うち3名は重症で教会の建物
へ入れない状況であった），教会から保健所に室内空気質
測定の依頼があった．そこで表1に示したように平成15
年6月6日から平成16年7月23日まで10回，教会の4
室5ヵ所で空気中の化学物質を測定した．併せて，汚染源
の検索と室内空気中化学物質の低減化対策を実施した．
　調査対象の教会は木造平屋建て外断熱工法で，床面積
451m2である．司祭館（客室，寝室，司祭談話室，司祭
事務室，管理室）と聖堂・信徒活動区（聖堂，小聖堂，香
部屋，集会室1，集会室2，談話コーナー，事務室）から
なり，室内空気中化学物質の調査は聖堂（北東），聖堂
（南西），香部屋，談話コーナー及び司祭館寝室で実施した．
換気は司祭館がセントラル換気（第3種換気，換気回数
0．7回／h）で，聖堂・信徒活動区は2台の換気扇による第
3種換気（2台作動時で換気回数1回／hの能力）である．
2．試　薬
　ホルムアルデヒドー2，4一ジニトロフェニルヒドラゾン
（HCHO－DNPH）標準溶液（ホルムアルデヒドとして15
μg／mL），アセトアルデヒドー2，4一ジニトロフェニルヒド
ラゾン標準溶液（アセトアルデヒドとして！5μg／mL）は
スペルコ社製標準品を用いた．上記以外のアルデヒドにつ
いてはスペルコ社製多成分混合試薬（TO11／IP－6A，15
成分）を用いた．DNPHカートリッジはスペルコ社製，
オゾンスクラバーはウォーターズ社製のものを用いた．ア
セトニトリルは和光純薬工業㈱製高速液体クロマトグラフ
用を用いた．
　揮発性有機化合物（VOC）標準ガスは高千穂化学工業
㈱製TERRA　INDOOR（38成分，各1ppm）を用いた．
熱脱離型捕集管はスペルコ社製PEJ－02（60／80メッシュ
Carbopack　B：60／80メッシュCarboxer11000）を用いた．
　農薬・．可塑剤等の半揮発性有機化合物（SVOC）の分析
に用いた標準物質は既報のとおりである5＞．固相抽出ディ
スクは住友スリーエム㈱製Empore　Disk　C18　FFを用い
た．
3．室内空気の捕集と分析方法
　教会の室内空気の捕集は窓を30分間開放後，5時間以
上閉め切りにした状態で行った3）．
　室内空気中アルデヒド類の朝集は吸引ポンプ（ガステッ
ク製GSP－2LFT，あるいはシバタ製MP一Σ100H）にオ
ゾンスクラバーを付けたDNPHカートリッジを接続し，
流速1．OL／minで30分間吸引して行った．空気吸引後，
DNPHカートリッジからアセトニトリルでアルデヒド誘
導体を溶出し，HPLCで分析した4）．
　VOCの捕集は吸引ポンプ（ガステック製GSP－250
FT）にPEJ－02回目ーブを接続し，流速20　mL／minで
30分間吸引して行い，加熱脱着装置（ATD400，パーキ
ンエルマー）付き一GC／MS（QP－5050，島津製作所）で
分析した．定量はVOC標準ガスを用いて絶対検量線法で
SIMモードにより前報4）に従って行った．
　SVOCの捕集は固相ディスクに流速19　L／minで19時
閥通気して行った．採取後の固相抽出ディスクはアセトン
を加えて超音波抽出し，遠心分離後上清を減圧濃縮し，分
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析用試料とした．この試料をGC／MS（QP－5050，島津製
作所）で前回5）に従って分析した．
　室温と湿度の測定はThermo　RecorderおんどとりRH
（㈱ティアンドディ製）を用いて行った．
4．ホルムアルデヒド放散量の測定
　現場から建材を切り取り，デシケータ法（JIS　A1460）
によりホルムアルデヒドの放散量を測定した．5cm×10
cmに切断した試験片10枚を蒸留水を入れたデシケータ
内に設置し20QCで24時間放置した．ホルムアルデヒドを
蒸留水に吸収させ試験液とし，アセチルアセトン法で定量
した．すなわち，試験液の一定量にアセチルアセトン　酢
酸アンモニウム溶液5mLを加え，65℃で10分間加温後
冷却し，測定波長412nmで吸光度を測定し定量した．
5．ホルムアルデヒド発生源の検索
　現場における材料からのホルムアルデヒド放散量の簡易
測定は図1に示したデシケータ蓋を用いた装置で行った．
すなわち，ガラス管2本をシリコンキャップを介して取り
付けたガラス製デシケ一戸蓋を測定対象物上に設置し，養
生用テープを用いて固定した．デシケータ蓋内部の空気を
ホルムアルデヒド検知管710（光明理化工業，測定範囲：
0．01～1．2ppm）に300　mL／minで30分間吸引して測定
した．給気側にはホルムアルデヒド除去のためにDNPH
カートリッジを接続した．蓋周囲からの空気の流入を防ぐ
ために，給気側のポンプ流量をやや排気側より多くし，加
圧気味にした．
6．壁体内ホルムアルデヒド濃度の測定
　壁面に穴を開け，ホルムアルデヒド検知管710（光明理
化工業）を挿入し300mL／minで30分間吸引して測定し
た．
結果及び考察
1．室内空気中化学物質濃度の測定
　第1回目（平成15年6月6日目の測定結果を表2に示
す．VOCについては司祭館寝室から指針値240μg／m3を
超える1030μg／m3のパラジクロロベンゼンが検出され
（衣類の防虫剤として使用していることを確認），アセトン
も各部屋から490～2100μg／m3と高濃度で検出された．
本教会の床はコンクリートスラブの上にフローリングを直
張りした構造であり，その接着にアセトンを含有した接着
◎
akの流れ
一
加圧ポンプ
HCHO除去用DNPH
検知管
一
◎
吸引ポンプ
　　　　．測定対象物　　．　　／
図1ホルムアルデヒド放散量簡易測定装置
剤を使用していることから，これがアセトン放散源の一つ
であると推定された．トルエン，キシレン，エチルベンゼ
ン，スチレンは指針値以下であったが，測定したVOCの
合計（TVOC）は暫定指針値400μg／m3を超えて1490～
3060μg／m3と高濃度であった．これらのVOCは竣工後
比較的速やかに揮散し濃度が低下すると一般的に言われて
いる．測定した濃度は竣工後7ヵ月経過してからのもので
あり，竣工直後はかなりの濃度があったと推定された．
　ホルムアルデヒドとアセトアルデヒドはすべての測定地
点で指針値（ホルムアルデヒド：100μg／m3，アセトアル
デヒド：48μg／m3）を超えており，ホルムアルデヒドが
高濃度であることが特徴的であった．設計者は教会の建物
内で使用した建材，特に合板類はホルムアルデヒド対策品
であるFc。（0．5mg／L以下）を使用し，接着剤はノンホ
ルムアルデヒドのものを使用するように指示していた．原
因となり得る建材及び接着剤についてのMSDS（Mate－
rial　Safety　Data　Sheet：化学物質等安全データシート）
による調査では，ホルムアルデヒドに関しては特に問題に
なる材料は確認できなかった．
　そこで，放散源として可能性が高いと考えられる建材3
種（フローリング，構造用合板，シナ合板）を教会香部屋
の虫干から剥がして，ホルムアルデヒド放散量をデシケー
槍法により調査した．フローリングはFcoのものを指定し
ていたが実測の結果FCI（1．5mg／L以下）相当品であっ
た．従って，フローリングが汚染源の一つとして寄与して
いる可能性が推測された．合板2種については実測によっ
てもFco相当品であることが確認でき，これらが汚染源と
は考えられなかった．
　第1回目の測定後，ホルムアルデヒドの放散が疑われた
机は教心外に，祭壇は聖堂外に移動し，窓の開放，換気扇
の24時間稼働等換気の徹底を図り，化学物質濃度の低減
化に努めた．この間，設計者と教会の判断により低減化剤
（リン酸チ匹田アと称するもの）を塗布した．約2ヵ月後
の7月31日に第2回目の測定を行った．ホルムアルデヒ
ドの室内濃度は図2に示したように測定した5室の内3室
で前回より高濃度（最高354μg／m3）であった．これは外
気温の上昇に伴い壁体温度が上がり，ホルムアルデヒド放
散量が増加した結果と解釈された．
2．ホルムアルデヒド発生源の検討
　聖堂の壁面と天井はホルムアルデヒドを使用していない
珪藻土を塗布していることから，床がホルムアルデヒド放
散源である可能性が高いと考えられた．床からの寄与をみ
るために，聖堂と香部屋の床面をポリエチレンシート
（0．2mm厚）で覆い，8月22日に第3回目の測定を行っ
た．図2のように前回の測定時よりもホルムアルデヒド濃
度は低下していたため，発生源の一つとして床面の寄与が
考えられた．しかし，室内濃度は依然として指針値を超過
しており，床以外の寄与も大きいことが示唆された．
　9月9日，ホルムアルデヒド発生源を推定し，低減化対
策を立案するために，図1の装置を用いて聖堂内の柱と床
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表2教会の室内空気中化学物質濃度
1）VOC濃度（μg／m3）
測定場所
測定年月日
測定開始時刻
温度（℃）
湿度（％）
　　聖堂・北東
H15．6．6　H16，4．5
　13：20　　　　13：38
　　26．6　　　　20．2
　　48　　　　19
　　聖堂・南西
H15．6．6　　H16．4．5
　13：20　　　　13：38
　　26．6　　　　　　20．0
　　48　　　　19
　　　香部屋
H1 ．6．6　　H16．4．5
　14：06　　　　14：12
　　26．5　　　　　　20．7
　　46　　　　21
　談話コーナー
H1 ．6．6　H16．4．5
　14：42　　　　14：17
　　26．3　　　　21．3
　　42　　　　24
　　司祭館寝室
H15．6．6　　H16．4．5
　14：05　　　　15＝00
　　25．0　　　　　　22．1
　　37　　　　　24　　　指針値
1　エタノール
2　アセトン
3　ジクロロメタン
4　ヘキサン
5　2，4一ジメチルペンタン
6　メチルエチルケトン
7酢酸エチル
8　イソブチルアルコール
9　クロロホルム
10　1，1，工一トリクロロエタン
1ユ　ブタノール
12　四塩化炭素
13　1，2一ジクロロエタン
14　ベンゼン
15　ヘプタン
16　トリクロロエチレン
17　1，2一ジクロロプロパン
！8　メチルイソブチルケトン
19　オクタン
20　トルエン
21酢酸ブチル
22　テトラクロロエチレン
23　クロロジブロモメタン
24　ノナン
25　エチルベンゼン
26　〃z／ヵーキシレン
27　0一キシレン
28　スチレン
29　α一ピネン
30　デカン
31　1，3，5一トリメチルベンゼン
32　1，2，4一トリメチルベンゼン
33　リモネン
34　1，2，3一トリメチルベンゼン
35　かジクロロベンゼン
57
730
　1．6
〈1．0
＜1．0
13
　9．1
　3．7
〈1．0
＜1．Q
　1．8
＜！．0
〈1．0
　2．0
　1．5
〈1．0
〈LO
　2．7
　3，3
140
15
〈1．0
〈1．0
　4，6
55
27
　9．6
！20
220
20
　4．3
16
21
　4．2
　7．5
＜1．0
18
〈1．0
＜1．0
＜1．0
〈1．0
〈1．0
〈1．0
〈1．0
く1．0
〈1，0
　1．0
〈1．0
　1．1
＜1．0
〈1．0
〈1．0
〈1．0
〈LO
　l．6
〈1．0
〈1．0
＜1．0
〈1．0
＜1，0
〈LO
〈LO
　1．6
　3．0
　1．1
〈LO
〈1，0
〈1．0
〈1．0
＜1．0
54
960
　1、2
　1．0
　2，2
14
　9．6
　4．5
＜1．0
〈1．0
　2．9
＜1，0
〈1．0
　2．2
　1．4
〈1．0
＜1．0
　3．4
　3．5
160
15
＜1，0
〈1．0
　5．0
60
30
10
130
240
18
　4．6
17
27
　4．4
　7．9
　1．7
24
　1．0
　0．6
〈1．0
　1．0
　1．0
〈1．0
〈1．0
＜1．0
＜！．0
　1．1
〈1．0
　1．0
〈LO
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教会におけるホルムアルデヒド濃度の推移
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表3ホルムアルデヒド発生源の検索結果
測定箇所　　　ホルムアルデヒド灘（ppm）温度（℃）湿度（％）
聖堂・柱
聖堂・床（祭壇）
聖堂・床（祭壇前）
香部屋・内野
香部屋・壁体内
0．04
0．16
0．12
0。12
0．80
24．6
24．2
24．2
25．1＊
67
64
64
80＊
＊温湿度は香部屋のもの
調査日時：平成16年9月9日
面，及び香部屋内面から放散するホルムアルデヒド濃度を
測定した．表3のように柱と比べ床面と二戸のホルムアル
デヒド濃度が高く検出され，これらが発生源の一つとして
寄与していることが考えられた．また，香部屋壁体に穴を
開け，内部の濃度を測定した結果，高濃度（0．80ppm）
のホルムアルデヒドが検出された．壁体内部のホルムアル
デヒドは第3種換気（排気型）使用時に室内が陰圧となる
ため，室内に漏出される可能性が考えられ，室内空気中の
ホルムアルデヒド濃度が高いことに関連があることが推定
された．しかし，香部屋の壁体に使われている構造用合板，
シナ合板はデシケー画法でホルムアルデヒド放散量が少な
いことを確認しており，壁体内部の高濃度のホルムアルデ
ヒドの発生源は特定できなかった．図2のように室内のホ
ルムアルデヒド濃度は依然として指針値を超えていた（第
4回目・の測定，114～191μg／m3）．
3．室内空気中化学物質濃度の低減化対策
　聖堂の換気量を測定したところ，換気量が設定値の1／6
程度と少なく，原因を調べた結果換気フードに取り付けら
れた防虫網が目詰まりをしていることが判明した．換気
フードの清掃を行い，新たに換気口を8ヵ所設置した．10
月13日の測定時（第5回目）には室内空気中ホルムアル
デヒド濃度は5ヵ所の内，4ヵ所で改善され，このうち
2ヵ所では指針値以下に低下した（図2）．換気効果確認
のため，聖堂（南西側）では換気扇を作動させなかった．
その結果，ホルムアルデヒド濃度の減少は認められなかっ
た．
　その後，壁体内からの化学物質の放散を抑えるために，
換気を第2種換気（給気型，2台作動時で換気回数0．7
回／hの能力）に変更した．また，設計者らの判断で低減
化剤（抗酸化剤と称するもの）を塗布した．
　11月15日（第6回目）に各部屋の室内空気中ホルムア
ルデヒドを測定したところ，すべて指針値以下であった
（12～66μg／m3）．12月16日（第7回目）と翌年3月10
日（第8回目）に再測定が行われたが，いずれも11月15
日と同様に指針値以下であり，それぞれ7．3～41μg／m3
と13～54μg／m3であった．
4．可塑剤，農薬等の測定
　教会の室内空気中ホルムアルデヒド濃度は当初と比べて
大幅に低下し，指針値以下に改善した．しかしながら，平
成16年3月の時点で信徒の症状は依然として続いており，
患者数も増加していた．そこで4月5日（第9回目）に未
測定だった可塑剤，農薬等も含めて調査したが，いずれも
低濃度であった（表4）．また，アルデヒド類で未測定
だったプロピオンアルデヒド，クロトンアルデヒド，ブチ
ルアルデヒド，ベンズアルデヒド，イソバレルアルデヒド，
バレルアルデヒド，o一トルアルデヒド，窺一トルアルデヒ
ド，ρ一トルアルデヒド，ヘキサアルデヒド及び2，5一ジメ
チルベンズアルデヒドについても，これまでに論集したす
べての試料について確認したがいずれも検出限界（5μg／
m3）以下であった．この時点ではVOCとホルムアルデヒ
ド，アセトアルデヒド濃度は平成15年6月6日（第1回
目）と比べて大きく改善していた（表2）．
5．ホルムアルデヒド濃度の再度の上昇
　換気を改善することにより，平成15年ユ1月から平成
16年4月まではホルムアルデヒドを指針値以下にするこ
とができた．教会の判断により平成15年10月末から12
月初めと平成16年6月末から7月初めにかけて全館に低
減化剤（抗酸化工法と称するもの）の塗布と壁体内への噴
霧を行った．8月に予定されている教会堂使用前に，7月
23日（第10回目）に再度アルデヒド類の調査を行った．
この測定では前年同時期の測定（平成15年7月31日：第
2回目）よりは濃度が低かったものの，聖堂2ヵ所と談話
コーナーから指針値を超える濃度のホルムアルデヒドが検
出された（図2）．この原因は外気温により建物が暖めら
れ，ホルムアルデヒドの放散量が増加し換気だけでは抑え
られなかったためと考えられた．なお，この測定時には聖
堂では第3種換気（排気型）の条件であったこともその一
因と考えられた．
　本教会はホルムアルデヒド放散量が低い建材を指定して
建設したにもかかわらず，室内空気中ホルムアルデヒド濃
度が指針値を大幅に超過した．その結果，教会を使用して
いる信徒らに健康被害をもたらす要因の一つになったと推
定された．この原因として換気装置の不備による換気量の
低下が考えられた．また，教会のような大きな建築物では
使用される建材も非常に多く，指定外の建材が紛れ込む可
能性も否定できない．建材の対策や換気手法の改良が進め
られているが，竣工後建築物を使用する前に室内空気質を
測定することは，今後も人の健康を守る上で重要なことと
考える．
要 約
　シックハウス症候群の発生が見られた教会の室内空気を
調べたところホルムアルデヒドとTVOCが高濃度で検出
された．ホルムアルデヒド発生源を検索したところ，発生
源は特定できなかったが壁体内から高濃度のホルムアルデ
ヒドが検出され，聖堂床面からも検出された．聖堂の換気
量は換気口の防虫ネットの目詰まりが原因で設定値を大き
く下回っていた．防虫ネットの清掃，新たな換気口の設置，
換気装置を第2種（給気型）に変更することによりホルム
アルデヒド濃度を指針値以下にすることができた．この間，
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表4農薬・可塑剤の濃度
フタル酸エステル類 聖堂（μg／m3）　司祭館寝室（μg／m3）指針値（μg／m3）
フタル酸ジメチル
フタル酸ジエチル
フタル酸ジプロピル
フタル酸ジイソブチル
フタル酸ジブチル
フタル酸ジペンチル
フタル酸ジヘキシル
フタル酸ブチルベンジル
アジピン酸ジオクチル
フタル酸ジエチルヘキシル
フタル酸ジシクロヘキシル
フタル酸ジオクチル
　0．018
　0．005
＜0．001
＜0．001
　0．136
＜0．001
＜0．001
〈0．001
　0．002
　0．108
＜0．001
＜0．001
　0．077
　0，018
〈0．001
＜0．001
　0．287
〈0．001
〈0．001
〈0．001
　0．003
　0．047
＜0．001
〈0．001
220
120
農薬及びその他の化学物質
テトラデカン
カンファー
フェノブカルブ
ダイアジノン
IF1000S
S－421
クロルピリホス
　0．054
　0．008
＜0．001
＜0．001
＜0．001
＜0．001
〈0．001
　0．272
　0．040
〈0．001
＜0．001
〈0．001
＜0．001
＜0．001
330
33
0．29
1（0，／）
有機リン系難燃剤
リン酸トリエチル
リン酸トリブチル
リン酸トリス2一クロロエチル
リン酸トリス2一ク強目ー1一メチルエチル
リン酸ト・リブトキシエチル
〈0．001
　0．008
　0．003
＜0．001
＜0．001
　0．040
　0．083
　0．003
＜0．001
〈0．001
調査日時：平成16年4月5日
教会と設計者の判断により低減化剤（リン酸チタニア及び
抗酸化工法と称するもの）を合計3度塗布した．しかしな
がら，竣工2年目の夏期に再びホルムアルデヒド濃度が上
昇し指針値を超過した．
　今回の教会の事例では換気の改善や低減化剤の施行のみ
では夏期の気温上昇によるホルムアルデヒド放散量の増加
を指針値以下に抑えることができなかった．今後もホルム
アルデヒド発生源の解明を押し進め，低減化対策を施す必
要がある．
　本研究は平成15年度から開始された重点領域特別研究
「室内空気質についての予防医学的研究と化学物質過敏症
の遺伝子診断法の開発」の一環として行われたことを付記
する．終りに臨み，本教会の室内空気の採取と患者情報提
供に協力いただいた関係者各位に深謝致します．
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